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線
と
な
っ
て
降
り
注
い
で
い

た
。
見
て
い
る
と
描
き
た
く

な
っ
た
。
今
、
自
分
は
光
を

描
き
た
く
て
し
ょ
う
が
な
い

の
だ
と
知
っ
た
。

　
こ
の
光
を
薄
明
光
線
と
か

光
芒
と
呼
ぶ
ら
し
い
。
レ
ン

ブ
ラ
ン
ト
光
線
と
も
。
調
べ

て
み
る
と
何
点
か
の
作
品
に

描
か
れ
て
い
る
。
天
使
の
階

段
と
も
い
う
そ
う
だ
。
こ
そ

ば
ゆ
い
よ
う
な
名
称
だ
が
、

相
模
灘
を
キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ

て
い
る
だ
ろ
う
こ
の
光
に

は
、似
合
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
水
彩
画
　
31
×
41
㎝

　
絵
画
教
室
を
鎌
倉
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
の
４
階
で
行
っ

て
い
る
。
こ
の
日
は
雲
の
切

れ
間
か
ら
日
差
し
が
細
い
光

40

「
天
使
の
階
段
」

黒
川　

明
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運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

す
る
高
齢
者
が
鎌
倉
市
内
で

も
増
え
て
い
る
。
昨
年
11
月

に
は
、
自
主
返
納
し
た
高
齢

者
ド
ラ
イ
バ
ー（
65
歳
以
上
）

を
対
象
に
、
市
内
の
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
利
用
に
使
え
る
割

引
助
成
券
の
交
付
（
５
０
０

円
券
４
枚
）
を
鎌
倉
市
が
開

始
し
、
返
納
の
更
な
る
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
市
内
を
拠
点
に
車
の
買
い

取
り
を
行
う
「
ハ
ッ
ピ
ー

カ
ー
ズ
鎌
倉
店
」
坂
野
直
久

さ
ん
に
自
主
返
納
や
中
古
車

買
い
取
り
状
況
を
聞
い
た
。

　
市
内
の
運
転
免
許
証
自
主

返
納
者
数
（
鎌
倉
警
察
署

と
大
船
警
察
署
管
内
）
は
、

２
０
１
２
年
に
２
２
５
人

だ
っ
た
が
、
社
会
の
高
齢
化

「無料で査定に伺います」
とﾊｯﾋﾟｰｶｰｽﾞの坂野さん

返
納
者
に
様
々
な
特
典
も

高
齢
者
の
免
許
返
納
が
増
加

　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　
二
階
堂
四
―
七

 

☎
22
―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
22
―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

　
家
を
新
築
し
よ
う
と
思
っ
た

時
ま
ず
初
め
に
何
を
し
た
ら
よ

い
か
分
か
ら
ず
、
飛
び
込
む
の

が
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
住
宅
展

示
場
で
し
ょ
う
。

　
平
均
１
億
円
ほ
ど
か
け
た
大

き
な
家
の
中
の
豪
華
な
内
装
・

調
度
品
に
驚
か
さ
れ
つ
つ
、
手

慣
れ
た
営
業
ト
ー
ク
で
説
明
を

受
け
納
得
し
て
帰
っ
て
く
る
の

が
一
般
的
で
す
。
大
き
な
リ
ビ

ン
グ
、
素
敵
な
キ
ッ
チ
ン
で
一

家
団
欒
を
し
て
い
る
光
景
を
思

い
描
く
の
は
楽
し
い
事
で
す
。

　
こ
こ
で
大
事
な
事
を
一
つ
、

こ
れ
か
ら
の
家
作
り
は
地
球
環

境
に
逆
ら
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
。
室
内
の
温
熱
環
境

を
保
つ
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
量
に
使
う
時
代
は
と
っ
く
に

終
わ
っ
て
い
ま
す
。
少
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
効
率
よ
く
室
温
調

節
が
で
き
る
性
能
の
良
い
製
品

が
沢
山
で
き
て
い
ま
す
。
一
番

影
響
を
受
け
る
の
が
窓
で
、
次

に
壁
そ
し
て
床
・
天
井
で
す
。

　
外
壁
面
の
壁
の
中
の
断
熱
材

で
す
が
、
性
能
の
良
し
悪
し
は

数
値
（
熱
抵
抗
値
Ｒ
）
で
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
材
料

の
厚
み
を
10
㌢
と
し
た
時
の

熱
抵
抗
値
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
０
・
０
６
３
、
石
膏
ボ
ー
ド

０
・
４
５
、
10
Ｋ
グ
ラ
ス
ウ
ー

ル
１
・
２
〜
２
、
セ
ル
ロ
ー
ス

　
高
性
能
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
２
・

６
３
、
高
性
能
発
泡
フ
ェ
ノ
ー

ル
４
・
７
６
等
で
、
数
値
の
大

き
さ
が
性
能
の
良
さ
を
表
し
て

い
ま
す
。
断
熱
材
は
隙
間
な
く

隅
々
ま
で
充
填
す
る
事
が
大
事

で
、
勿
論
厚
み
も
厚
い
方
が
良

い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
が

私
は
性
能
を
数
値
で
表
し
説
明

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
貴

方
の
近
く
に
も
き
っ
と
そ
ん
な

業
者
が
い
る
は
ず
で
す
。

☎
０
４
６
７･

47･

５
４
５
４
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値
段
は
正
直〈
断
熱
材
編
〉

82

　
鎌
倉
国
宝
館
で
２
月
14
日

ま
で
「
北
斎
と
肉
筆
浮
世
絵

の
美
」
の
題
で
新
春
恒
例
の

展
覧
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

　
故
・
氏
家
武
雄
氏
が
長
年

に
わ
た
り
蒐
集
し
た
肉
筆
浮

世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
と

に
同
氏
と
鎌
倉
市
が
協
力

し
、
鎌
倉
国
宝
館
内
に
設
置

し
た
公
益
財
団
法
人
「
氏
家

浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の

所
蔵
品
か
ら
の
展
示
。

　
氏
家
氏
は
、
江
戸
時
代
初

期
、
庶
民
芸
術
と
し
て
生
ま

れ
た
浮
世
絵
に
早
く
か
ら
注

目
し
た
。
そ
し
て
浮
世
絵
優

品
の
海
外
へ
の
流
出
防
止
に

心
を
く
だ
き
、
そ
の
蒐
集
・

保
存
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
全
作
品
が

肉
筆
画
で
あ
る
の
が
特
徴
。

　
展
示
で
は
、
昨
年
ワ
シ
ン

ト
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
出
品
さ
れ
た

葛
飾
北
斎
の
「
鶴
鸛
図
」

「
桜
に
鷲
図
」
や
北
斎
の

代
表
作
と
い
わ
れ
る
「
酔

余
美
人
図
」
を
は
じ
め
、

北
斎
と
同
時
代
の
江
戸

時
代
後
期
に
活
躍
し
た

歌
川
広
重
が
江
戸
の
三

大
名
所
の
雪
月
花
を
組

み
合
わ
せ
た｢

高
輪
の

雪
・
両
国
の
月
・
御
殿

山
の
花
図｣

の
３
幅
対
、
喜

多
川
歌
麿
の
「
か
く
れ
ん
ぼ

図
」「
萬
歳
図
」、
２
年
あ
ま

り
の
修
理
を
終
え
て
初
公
開

の｢

縁
先
美
人
図 ｣

（
伝  

宮

川
長
春
）
な
ど
の
作
品
が

並
ぶ
。

　
弟
子
の
多
か
っ
た
北
斎
が

自
身
の
画
技
、
画
法
の
教
本

と
し
て
制
作
し
た
「
北
斎
漫

画
」
に
は
、
昆
虫
や
動
物
な

ど
が
巧
み
に
描
か
れ
て
い

る
。
90
年
に
及
ぶ
人
生
の
最

晩
年
の
作
と
い
わ
れ
る
「
寿

布
袋
図
」
も
。
同
館
☎
０
４

６
７
・
22
・
０
７
５
３

浮
世
絵
の
魅
力
を
間
近
に

　　

鎌
倉
国
宝
館
で
浮
世
絵
展

や
高
齢
運
転
者
の
事
故
報

道
な
ど
の
影
響
で
増
加
を

続
け
、
２
０
１
９
年
に
は

１
０
９
２
人
と
な
っ
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
愛
車
の
売
却
先

を
探
す
人
が
増
え
て
い
る
。

　「
家
族
と
の
思
い
出
が
詰

ま
っ
た
愛
車
を
売
る
の
は
寂

し
い
も
の
。
で
す
か
ら
、
私

も
車
を
丁
寧
に
扱
い
、
新
た

な
場
所
で
ま
た
活
躍
し
て
く

れ
る
よ
う
な
買
い
取
り
先
に

つ
な
げ
て
い
る
。
希
望
者
に

は
愛
車
と
の
記
念
撮
影
も
し

て
い
ま
す
」
と
坂
野
さ
ん
。

　
１
６
０
０
㏄
以
上
は
、
年

式
が
古
く
て
も
走
行
が
可
能

で
あ
れ
ば
、
最
低
２
万
円
以

上
で
買
い
取
っ
て
い
る
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
春

先
は
買
い
取
り
数
が
激
減
し

た
が
、
個
の
空
間
を
保
て
る

車
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
て

中
古
車
人
気
が
上
昇
。「
今

は
相
場
が
安
定
し
て
い
る
の

で
、
買
い
取
り
額
に
コ
ロ
ナ

の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

坂
野
さ
ん
は
話
す
。そ
し
て
、

「
ま
だ
ま
だ
運
転
は
大
丈
夫

と
思
っ
て
も
事
故
が
起
き
て

か
ら
で
は
遅
い
の
で
」
と
い

う
お
客
様
や
「
車
検
ま
で
」

「
誕
生
日
ま
で
」
と
期
日
を

決
め
て
そ
れ
ま
で
運
転
を
楽

し
む
方
も
多
い
と
い
う
。

  

自
主
返
納
者
に
は
、
代
わ

り
に
運
転
経
歴
証
明
書
が
交

付
さ
れ
様
々
な
店
舗
で
割
引

な
ど
を
受
け
ら
れ
る
。 

「
高

齢
運
転
者
支
援
サ
イ
ト
」
の

神
奈
川
県
の
ペ
ー
ジ
で
店
舗

や
特
典
内
容
を
確
認
で
き
る
。

  

坂
野
さ
ん
は
「
ご
相
談
は

お
気
軽
に
」と
話
し
て
い
る
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
☎

０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１


